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［地域防災学Ⅱ 成果発表スライド］ 
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［地域スポーツ学Ⅱ 成果発表スライド］ 
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（２）「総合的な探究の時間」 ～ 1学年「加美町探究」 ～ 

 １学年の「総合的な探究の時間」においては、地元である加美町の風土や伝統文化、食、観光などを

テーマに、地域社会の魅力を再発見し、情報として発信していく学びを行った。昨年度の 1学年が取り

組んだ探究活動をベースに生徒個人が興味関心のあるテーマを設定し、さらにテーマごとに小グループ

を編成して活動を行った。特に探究した内容を地域に還元することを目標に活動に取り組み、来年度の

地域の行事で成果物の展示や配布を行う計画である。 

 

 ◆探究グループ一覧◆ 

① 加美町フード「スイーツ」 

② 加美町フード「ラーメン」 

③ やくらい「風景」 

④ やくらい「食べ物」 

⑤ やくらい「イベント」 

⑥ アウトドア・釣り「加美町の釣りの現状と今綿湿地にできること」 

⑦ アウトドア・キャンプ「知っているようで知らない加美町の自然の魅力」 

⑧ アウトドア・星空観察 1班 

⑨ アウトドア・星空観察２班 

⑩ アウトドア・BBQ「BBQ を楽しむ豆知識とその実践」 

⑪ 食べ歩きスタンプラリー「１班・冬の加美町スタンプラリー齋虎班」 

⑫ 食べ歩きスタンプラリー「２班・冬の加美町スタンプラリーピッチョーネ班」 

⑬ 虎舞・初午「虎舞を後世に伝えよう」 

 

 ◆探究活動の流れ◆ 

4 月  10月 実地調査、訪問活動(放課後、休日) 

5 月 前年度探究内容の確認 11月 実地調査、訪問活動(放課後、休日) 

6 月 テーマ選択及び決定 12月 実地調査、訪問活動(放課後、休日) 

7 月 活動計画作成(授業内、放課後) 1月 活動のまとめ、発表準備 

8 月 実地調査、訪問活動(夏休み中) 2月 学年報告会・全体報告会 

(6グループが学年から代表として参加) 

9 月 中間報告会(学年内) 3月  

 ※8 月の実地調査、訪問活動に関しては、生徒自らが訪問先に対して、訪問の趣旨説明や日程調整の

ための連絡等を行った。 
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［加美町研究］ 
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［加美町研究］ 
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［加美町研究］ 
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［加美町研究］ 
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［加美町研究］ 
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（３）運営指導委員会 

 新学科設立を契機に、一層、地域に根ざした開かれた学校づくりを推進し、地域とともに地域課題に

取り組み、地域を担う社会人として必要な資質・能力を高めることを目的とした教育活動を展開するこ

とから、学識経験者、外部有識者等で構成する運営指導委員会を組織し、専門的見地から検証を行い、

本事業の改善を進めた。 

 

 イ 運営指導委員 

所属 氏名 

宮城大学事業構想学群 教授 中田 千彦 

仙台大学体育学部健康福祉科 教授 氏家 靖浩 

産業能率大学経営学部教授 
株式会社 Prima Pinguino 代表取締役 

藤岡 慎二 

加美町立中新田中学校校長 小野寺 英一 

加美町立鳴峰中学校校長 目々澤 辰悟 

 

 ロ 委員会開催について 

  ＜１回目＞ 

   日 時  令和７年６月２５日（水） 午前１０時００分から午前１１時３０分まで 

   会 場  オンライン会議 

   出席者  運営指導委員：中田委員、氏家委員、藤岡委員、小野寺委員、目々澤委員 

        宮城県教育庁高校教育創造室： 

               永田室長、菅野主幹（班長）、上園室長補佐、目黒主査 

        中新田高校 ：早川校長、木村主幹教諭 

   次 第  （１）開会 

        （２）挨拶 宮城県教育庁高校教育創造室長 永田 靖和 

              運営指導委員会委員長 挨拶 宮城大学 中田 千彦 教授 

        （３）報告・協議 

           報告Ⅰ 普通科改革支援事業について（宮城県教育庁高校教育創造室） 

           報告Ⅱ 令和６年度事業報告 （中新田高等学校） 

           協議Ⅰ 令和７年度事業計画 （中新田高等学校） 

           協議Ⅱ 令和８年度事業の主な取組について （中新田高等学校） 

           指導助言 

        （４）諸連絡 

        （５）閉会の挨拶   中新田高等学校長 早川 健次 

        （６）閉 会 
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  ＜２回目＞ 

   日 時  令和８年２月２日（月） 午後１時３０分から午後３時３０分まで 

   会 場  オンライン会議 

   出席者  運営指導委員：中田委員、氏家委員、藤岡委員、小野寺委員、目々澤委員 

        宮城県教育庁高校教育創造室： 

               永田室長、菅野主幹（班長）、上園室長補佐、目黒主査 

        中新田高校 ：早川校長、鈴木教頭、木村主幹教諭 

   次 第  （１）開会 

        （２）挨拶 宮城県教育庁高校教育創造室 永田 靖和 室長 

              運営指導委員会委員長挨拶 宮城大学 中田 千彦 教授 

        （３）報告・協議 

              報告Ⅰ （仮称）未来創造科について（高校教育創造室） 

              報告Ⅱ 探究活動発表会について（中新田高等学校） 

              報告Ⅲ （仮称）未来創造科の教育課程について（中新田高等学校） 

                  ・令和９年度入学生教育課程 

                  ・学校設定科目の学習内容 

              報告Ⅳ ドローンショーについて（中新田高等学校） 

              報告Ⅴ 生徒の非認知能力の育成について（中新田高等学校） 

              協議Ⅵ 令和８年度事業計画について（高校教育創造室） 

              指導助言 

        （４）諸連絡 

        （５）閉会の挨拶   中新田高等学校長 早川 健次 

        （６）閉 会 

 

 ハ 指導助言 

〇氏家委員 

・普段から中新田高校の FaceBook やインスタグラムを見ており、そこの情報の裏事情が良くわかった。 

・ドローンショーは表現方法の１つであり、ドローンショーを通して何を伝えるのか、何をするのかを

もっと練って欲しいと思う。 

・教員には異動があるが、異動してきた先生が「地域創造学には興味がなく関わらない。」、「従来型の授

業を行うだけ。」という状態ならないようにして欲しい。地域創造学の授業を行うことで、教える側の教

員にとって、キャリアアップにつながるように、管理職の先生には図らって欲しいと思う。 

・防災について、中新田高校が指定避難所になっているのかと思うが、高校生が避難所運営する側に立

ったときに行うことを学んで欲しいし、学校にいるとき、あるいは通学中に被災したときに、自宅まで

どのように帰るのかという方法を考えて欲しい。これらの学びは宮城県ならではだと思う。 

 

○藤岡委員 

・発表することや質問に答えることが苦手な生徒たちが頑張っている様子が分かった。 

・地域がまちづくりの方向性をどう考えているのか、どういうまちづくりを行いたいのかということを

踏まえる必要があるのではないかということである。少し前までは地域の人口を増やすにはどうしたら
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良いかという議論であったが、これから地域の人口は増えないので、持続可能な地域となるためにはど

うすべきか等を生徒や先生、地域の人としっかりと議論した方が良いと思う。 

・「地域」を強調し過ぎると、「地域」でしか活躍できないイメージができてしまう。加美町で探究した

ことが加美町以外に生徒が出たときにどう生きるかということが重要である。 

・探究内容が「社会課題の解決」に偏ると興味がない生徒も一定数いるので、中学校へのメッセージと

しても「社会課題の解決」以外の探究もできるという含みがあった方が良い。 

・ドローンを使うことがまちづくりにどう影響するのかということ、加美町のまちづくりとどう関わる

のか生徒同士で考えさせた方が良いと思う。 

 

○小野寺委員 

・１月２２日の探究活動発表会に参加させていただいた。中学校のときに関わった生徒もいて、高校生

になって成長した姿が見られて良かった。中学校でも探究学習を行っていて、今回の発表会のようなも

のも行っており、中には同じような発表もある。 

・中学校と高校の大きな違いは、探究活動が就職などの将来の自分のキャリアにつながっていくもので

あるということだと思う。 

・探究活動のような学習は教員の熱量が大きく影響するので、先生方には頑張ってほしい。 

 

○目々澤委員 

・探究活動を活発するには、課題（テーマ）を自分ごとにすることではないかと思う。まちの課題をい

かに自分の課題にできるかであると思う。 

・加美町の課題は商店街だけではない。加美町の活性化のために移住してした人の話では、林業につい

て、木はあるが、それを活用する場所がないということが課題であるそうだ。地域にある様々な課題を、

子どもが自ら考え、地域への理解を深めること大事である。そのためには地域の関係機関との協働体制

が重要だと思う。 

 

○中田委員長 

・熊や山火事など不可抗力で起きる災害から身を守ることや予防的対応について学ぶことが必要だと感

じる。 

・高校の教育を改善し、社会のインフラとしてどう考えるか、社会課題をどう捉えていくか、課題を顕

在化させて高校教育に取り入れることは良いが、高校の課題解決型の学習が社会課題を解決する装置の

役割を担うものではないと私は考える。 

・高校で社会課題の解決型学習を行うことで、社会（企業）のコストを下げると思う。 

・コーディネーターが地域と生徒をつなぐ、あるいは、社会課題の実際のスケールと高校生の感じるス

ケールの間に入るスポンジのような役割を果たすと良いのだと思う。 

・ドローンショーはＤＸの教材として魅力があると思う。但し、操作して終わりではなく、ドローン操

作を学ぶ目的を確認する必要がある。 

・学校独自の学校設定教科を設定し、特色ある教育活動を行っている中新田高校の取組を引き続き応援

していきたい。 
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（４）学校運営協議会（コンソーシアム） 

 イ 学校運営協議会委員 

 氏 名 所    属 部会 

1 鎌田 稔 加美町教育委員会 第二部会 

2 松倉 裕樹 加美町商工会 第一部会 

3 佐々木 嘉昭 加美町観光まちづくり協会 第二部会 

4 米津 岳 リロカリコクリ株式会社 第二部会 

5 佐々木 崇 アスカカンパニー株式会社 第一部会 

6 高橋 麻美 加美町スポーツ協会 第二部会 

7 大澤 史伸 東北学院大学地域総合学部 第一部会 

8 工藤 健一 東北福祉大学共生まちづくり学部 第二部会 

9 鎌田 裕充 加美町役場危機対策課 第二部会 

10 後藤 崇史 加美町役場企画財政課 第二部会 

11 渋谷 勇太 加美町役場ひと・しごと推進課 第二部会 

12 中山 芳治 加美町役場農林課 第二部会 

13 早坂 大祐 加美町役場商工観光課 第二部会 

14 田中 周治 加美町教育委員会教育総務課 第一部会 

15 今野 清人 元中新田高等学校父母教師会長 第一部会 

16 佐々木 寛 中新田高等学校父母教師会長 第一部会 

17 菅原 江美 中新田高等学校同窓会 第一部会 

18 早川 健次 中新田高等学校  

    ※ 第一部会・・・学校魅力化・全国募集 

      第二部会・・・学校設定科目・地域連携 

 

 ロ 開催日程について 

 ＜会議＞ 

年月日 時間 会議 会場 

令和７年 

５月２７日（火） 
15:00～16:00 第１回 全体会 

中新田高校 

会議室 

７月１１日（金） 16:00～17:30 第 1回 第一部会 〃 

８月２６日（火） 16:00～17:30 第 1回 第二部会 講義室 

１１月１８日（火） 16:00～17:30 第２回 第一部会 会議室 

１２月１５日（月） 16:00～17:30 第２回 第二部会 〃 

令和８年 

２月２５日（水） 
16:00～17:30 第２回 全体会 〃 
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 ＜研修会＞ 

  ・１月２２日（木） １３：２５～１５：１５  地域創造学発表会参観 

    ２・３年の教養総合類型における、「地域産業」、「地域スポーツ学」、「地域防災学」の探究活動

における取組成果発表会を行い、学校運営協議会委員の方々にも参加いただいた。 

    当日は上記委員の他、県教育委員会、加美町教育委員会、地域創造学協力者、近隣住民の方々、

県内他校の先生方にも参加いただき、助言をもらうことができた。また、県外校からのオンライ

ン参加もあり（うち１校は探究の時間を合わせて１年生全員が参加）、非常に有意義な発表会と

なった。 

 

 

 

  ・２月２５日（水） １０：５０～１２：４０  探究活動成果発表会参観 

    地域創造学の取組発表に加え、１年生の「加美町研究」、２・３年生の教養総合類型以外の生徒

による探究活動の発表会を全校行事として開催し、ここにも学校運営協議会委員の方々に参加い

ただいた。 

    また、当日は県教育委員会の方々、本校や加美町と包括的連携協定を結んでいる大学の先生、

探究活動に関わる民間企業の方にも発表を見ていただいた。 
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（５）県外学校視察 

 イ 岩手県学校視察 
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 ロ 関西方面学校視察 
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（６）Ai GROWによる非認知能力（コンピテンシー）測定 

 IGS 株式会社が開発した「Ai GROW（アイグロー）」を用いて生徒の「非認知能力」（コンピテンシー）

を測定した結果を示す。今年度は年間２回の測定を行い、教育活動によって、どのように生徒が変容し

ていくかを確認した。 

 １年生については学年全体の平均、２・３年生については教養総合類型の生徒（地域創造学の取組を

行っている生徒）の平均、教養総合以外の類型の生徒（商業実務類型・文理医療類型）の平均について、

１回目測定と２回目測定の数値を比較している。 

 全体的に１回目よりも２回目の数値が高くなっていることが読み取れる。３年生に関しては、行事の

関係で２回目測定の時期がかなり遅くなってしまった。そのため回答率がかなり低い状態になってしま

い、正常な比較ができなくなってしまったことは反省点である。 

 

 ＜測定時期＞ 

   １年生 … １回目：５月、 ２回目：１２月 

   ２年生 … １回目：７月、 ２回目：１２月 

   ３年生 … １回目：５月、 ２回目：２月 
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※２回目の測定人数が少なく、１回目との比較が難しいが、参考として掲載 

 

 

※２回目の測定人数が少なく、１回目との比較が難しいが、参考として掲載 



- 0 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度  

新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業） 

研究実施報告書 第２年次 

 

発行日 令和８年３月 

発行者 宮城県中新田高等学校 

      〒981-4294 

      宮城県加美郡加美町字一本柳南２８ 

      電話 0229-63-3022  FAX 0229-63-3023 

          メール nakani-h@od.myswan.ed.jp 

 


